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ユニットケア実践理念

お一人おひとりの想いに寄り添い、"ふつうの暮らし“を提供します。

施設長のあいさつ

あけましておめでとうございます。皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのこと

とお慶び申し上げます。

旧年中は特別養護老人ホーム厚生センター八雲に対しまして、ご利用者様、ご家族様、

地域の皆様、行政関係各位、法人本部及び事務局からの温かいご支援とご協力を賜り、

無事新春を迎えることができましたことを心から御礼申し上げます。

さて、新型コロナウイルス感染症は拡大の一途を辿り、世界での感染者は約8,600万人、

日本では約25万人、島根県においても200人(令和3年1月6日現在)を超えている状況です。

高齢者、障がい者等においては、重症化リスクが極めて高いとされているため、厚生センタ

ーでは一部の活動を停止、縮小している他、面会もその一部を制限しています。ご利用者・

ご家族の皆様には大変なご不便をおかけしておりますが、“持ち込まない”“拡げない”“持

ち出さない”を今後も徹底してまいりますので、引き続き新型コロナウイルス感染症拡大防

止に関してご理解とご協力をお願いいたします。

今年は介護報酬改定の年に当たります。1月中にも行われるであろう運営基準改正と介

護報酬改定の諮問・答申を待って、報酬単価や算定要件を確認し、4月からの新報酬算

定に備えた準備を進める必要に迫られておりますので、安定した施設運営のために日々の

情報収集に努め、来る新年度の準備に万全を期してまいります。

今年もご利用者様に対する安全・安心そして快適なくらしの提供を第一に、職員が一丸

となり日々の変化に柔軟に対応していく必要がございます。有為な人材の確保と育成はも

ちろん、社会福祉法人に課せられている使命の地域公益活動にも積極的に取り組んでま

いります。

2021年がいよいよスタートしました。職員一同、まだまだ未熟な点はございますが精一杯

職務に精励し、“お一人おひとりの想いに寄り添い、ふつうの暮らしを提供します。”という

厚生センター八雲のユニットケア実践理念を実現して、必ずやサービスの質の向上につな

げていく所存でございます。今後とも皆様の一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申

し上げ、新年の挨拶といたします。

厚生センター 所長 松島 三樹

10月28日に本年度の物故者法要を執り行いました。

ご住職のお経に合わせて入居者の方にはご焼香をして頂きました。

コロナウイルス感染予防の為、いつもより少ない人数での法要でしたが、

入居者の方は、ご住職の法要を聞くことが出来てとても喜ばれました。

水燈路



　　　

今年はコロナウイルス感染予防のため例年通りのイベントはできませんでしたが、

昼食で特別メニューを提供しました。

メニューは★炊き込みご飯★刺身盛り合わせ★茶碗蒸し★すまし汁★和菓子です。

食事でお祭りの楽しい雰囲気を楽しんでいただきました。
米寿、白寿などの記念の年を、敬意を表し、記念品を贈呈し、ご馳走を振る舞いました。

祝いの対象の入居者の方々は、職員や他の入居者に祝われ、照れくさそうに喜んでおられました。

長生きをして、元気に過ごして頂けるよう、お祝いしました。

焼きいも

音楽レク

各ユニットで焼き芋、ホットケーキ、焼き肉、お好み焼きなど食欲の秋を楽しみました。

音楽レクでは楽しく体を動かしました。

外出や大きな行事は難しい時ですが、ユニットでのふれあいを大切にしていきます。

焼肉
お好み焼き


